
主要事業評価シート（第１次実施計画／Ｈ２９・３０・３１年度）

H ～ H

事業費

総人件費

項 05:社会教育費

戦略ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄ 03:「ＪＲ亀山駅周辺拠点力向上」プロジェクト 目 04:図書館費

施 策 の 大 綱 02:健康で生きがいを持てる暮らしの充実 財
務
科
目

会計 01:一般会計

基 本 施 策 05:学びによる生きがいの創出 款 10:教育費

施 策 の 方 向

②
目
的
・
概
要

対象 市民

目
的

平成29年7月に亀山市教育委員会が策定した「亀山市立図書館整備基本構想」に基づき、市民の読書活動や生涯学
習の拠点としての機能の向上を図るため、亀山駅前に新図書館を整備する。

概
要

亀山駅前での新図書館の整備に向け「図書館整備基本計画」を策定するとともに、運用面における検討課題等につい
て、具体的な検討を行う。なお、図書館の整備に際しては、亀山駅周辺整備事業との連携を図るとともに、市民サービ
スや設備など市民の意向を反映させるため、有識者や市民代表によって構成する図書館整備推進委員会やワーク
ショップを通じて、新図書館の展開や可能性について市民の合意形成を図る。

事業予定期間 29 33 年度 主な根拠法令要綱等

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 教育委員会事務局

17107 図書館整備事業 課名 生涯学習課 社会教育Ｇ

施
策
体
系

02:読書活動の推進

事
業
費

計
画
額

事業費 6,900千円 1,000千円 1,000千円
国庫支出金

年
度
実
績

○図書館整備基本計画策定支援業務
委託先：㈱東畑建築事務所
委託額：1,328,400円
○ワークショップの開催
・公開型ワークショップ　4回
・訪問型ワークショップ　8回
○図書館整備推進委員会　4回
○先進地視察：長野県伊那市、塩尻市

地方債

その他

県支出金

一般財源 6,900千円 1,000千円 1,000千円

予
算
額

事業費 2,029千円 975千円
国庫支出金

地方債
その他

県支出金

一般財源 2,029千円 975千円 0千円

決
算
額

① 1,878千円
国庫支出金

地方債
その他

県支出金

所要人員 0.80

一般財源 1,878千円 0千円 0千円
② 5,858千円

一般職員

臨時職員等 0千円
総コスト（①＋②） 7,736千円

5,858千円
人
件
費

受益者負担率 0.0%

③
　
事
業
の
計
画
・
実
績

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

年
度
計
画

○整備基本計画の策定
　・現状の把握・分析
　・課題抽出及び基礎データの作成
　・施設計画の検討
　・基本計画のとりまとめ
○ワークショップの開催
○図書館整備推進委員会の開催
○先進地視察

○整備に係る課題検討
　・管理運営体制の検討
　・情報システムの検討
　・学校及びコミュニティセンターとの連携
　・市内における読書活動拠点の検討
　・広域連携の検討
　・情報発信、広報活動計画作成
○ワークショップの開催
○図書館整備推進委員会の開催
○先進地視察

○整備に係る課題検討
　・管理運営体制の検討
　・情報システムの検討
　・学校及びコミュニティセンターとの連携
　・市内における読書活動拠点の検討
　・広域連携の検討
　・情報発信、広報活動計画作成
○ワークショップの開催
○図書館整備推進委員会の開催
○先進地視察



　

④
指
標

平成29年度 平成30年度 平成31年度

①
6

新図書館の展開や可能性についての市民の意思形成を進め、
開館後の活動展開につなげるﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの開催数

実績値 12
単位 回 回

名称 市民参加型ワークショップの開催
活
動

計画値 8 8

回

②
名称 亀山市立図書館整備推進委員会（仮称）の開催

活
動

計画値 4 4 4
新図書館の拡充整備に際して、基本計画を審議するため、亀
山市立図書館整備推進委員会の開催

実績値 4
単位 回 回 回

③

Ｂ
「図書館整備基本計画」を策定するにあたり、市民の意見を反映させるため、有識者や市民代表によって構成
する図書館整備推進委員会（4回開催）やワークショップ・関係団体との意見交換会（12回）を行った。その中で
新図書館の展開や可能性、これからの図書館像、機能、施設、管理運営の在り方など様々な検討課題につい
て市民の意見を聞くことができ条件整理を行うことができた。その結果、導き出された新図書館の基本的な方
針や目標を示し、年度内に「亀山市立図書館整備基本計画」の最終案を作成することができた。ただ、最終の
策定にまでは年度内に至らなかった。

まずまず成果を得た

（判定）

Ｂ
まずまず実施できた

2 2
地域ごとの読書活動拠点合意を行った地域まちづくり協議会数 実績値 0

単位 箇所

名称 地域読書活動拠点の合意形成
成
果

計画値 0

箇所 箇所

⑥
事
業
の
評
価

評価

活
動

【計画どおりに実施できたか】
亀山駅前での新図書館の整備に向け「図書館整備基本計画」を策定し、運用面における検討課題等につい
て、具体的な検討を行った。また、図書館の整備に関しては、亀山駅周辺整備事業との連携を図りながら、市
民サービスや設備など市民の意見を反映させるため、有識者や市民代表によって構成する図書館整備推進委
員会やワークショップを通じて、新図書館の展開や可能性について市民の意見集約の場を設けた。

成
果

【成果は順調に上がったか】

⑤
事
業
の
改
善

前
回
評
価

【前回評価の対応方針の概要を記入】

改
善
行
動

【前回評価の対応方針を踏まえ、どのような措置を講じたか】

【１次評価者】 　教育委員会事務局　生涯学習課　社会教育グループリーダー　小坂　博文

【最終評価者】 　教育委員会事務局　生涯学習課長　亀山　隆

昨年度同様に市民ワークショップを開催し、図書館整備の事業の進捗等の情報を共有、
発信し合意形成を図っていく。

【その他の場合、その内容を記載】

効
果

【対応することで、どのような効果が期待できるか】
図書館の整備に関しては、有識者や市民代表によって構成する図書館整備推進委員会
や市民ワークショップを通じて市民サービスや設備など市民の意向を反映させることで、
新図書館の展開や可能性について市民との合意形成を図ることができ市民総意の図書
館整備を進めることにつながる。

対応時期 新図書館の開館まで

⑦
今
後
の
対
応
方
針

課
題

【課題は何か】

今
後
の
方
向
性

策定した「亀山市立図書館整備基本計画」を基に今後は市街地再開発事業と連携を図
り計画的に市民ワークショップの開催を行い基本設計との整合や管理運営方針の合意
形成を進めていく必要がある。

対
応

【課題に対し、どのように対応するか】

　　拡大

　　現状維持

　　縮小

　　廃止

　　その他


